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【手続補正書】
【提出日】平成28年6月16日(2016.6.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１基板と、
　前記第１基板と対向して配置された第２基板と、
　前記第１基板と前記第２基板との間に配置された電気泳動粒子が分散された分散媒を有
する電気泳動層と、
　前記電気泳動層を複数のセルに区切る隔壁と、
　前記第１基板と前記第２基板とを接合する、前記電気泳動層を囲むように配置されたシ
ール材と、
　少なくとも前記隔壁と前記第２基板との間に配置された封止膜と、を有し、
　前記隔壁の頂部が前記封止膜に食い込んでいることを特徴とする電気泳動装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の電気泳動装置であって、
　前記封止膜は、接着材料を含まないことを特徴とする電気泳動装置。
【請求項３】
　請求項１又は請求項２に記載の電気泳動装置であって、
　前記封止膜に凹部が設けられており、前記凹部と前記頂部とが嵌合していることを特徴
とする電気泳動装置。
【請求項４】
　請求項１乃至請求項３のいずれか一項に記載の電気泳動装置であって、
　前記分散媒は、シリコーンオイルであることを特徴とする電気泳動装置。
【請求項５】
　請求項１乃至請求項４のいずれか一項に記載の電気泳動装置であって、
　前記電気泳動層を囲むように、前記電気泳動層と前記シール材との間に額縁隔壁が配置
されていることを特徴とする電気泳動装置。
【請求項６】
　請求項１乃至請求項５のいずれか一項に記載の電気泳動装置であって、
　前記電気泳動層の表示領域の大きさは、一辺が５５ｍｍ以下であることを特徴とする電
気泳動装置。
【請求項７】



(2) JP 2015-18062 A5 2016.8.4

　請求項６に記載の電気泳動装置であって、
　前記表示領域の周囲に表示に寄与しないダミー画素領域を有し、
　前記封止膜の端部は、前記ダミー画素領域と平面視で重なることを特徴とする電気泳動
装置。
【請求項８】
　第１基板上の表示領域を、複数のセルに区切る隔壁を形成する工程と、
　前記第表示領域の周囲にシール材を塗布する工程と、
　前記第１基板と対向配置される第２基板に、封止膜を形成する工程と、
　前記セルに電気泳動粒子を含む分散媒を供給する工程と、
　前記第１基板と前記第２基板とを前記シール材を介して貼り合わせ、前記隔壁の頂部を
前記封止膜に食い込ませる工程と、
　を有することを特徴とする電気泳動装置の製造方法。
【請求項９】
　請求項８に記載の電気泳動装置の製造方法であって、
　前記封止膜は、接着材料を含まない材料で形成されていることを特徴とする電気泳動装
置の製造方法。
【請求項１０】
　請求項８又は請求項９に記載の電気泳動装置の製造方法であって、
　前記第１基板と前記第２基板とを貼り合わせる工程は、前記封止膜を加熱しながら、大
気圧より低い圧力下で貼り合わせを行うことを特徴とする電気泳動装置の製造方法。
【請求項１１】
　請求項８乃至請求項１０のいずれか一項に記載の電気泳動装置の製造方法であって、
　前記分散媒は、シリコーンオイルであることを特徴とする電気泳動装置の製造方法。
【請求項１２】
　請求項１乃至請求項７のいずれか一項に記載の電気泳動装置を備えることを特徴とする
電子機器。
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